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伊藤純郎著『歴史学から歴史教育へ』
本書は，筑波大学大学院人文社会科学研究科
教授である伊藤純郎氏による，同大学大学院修
士課程教育研究科教科教育専攻社会科教育コー
スでの「講義・演習・実習， フィールドワーク
において，院生諸君に紹介した私自身の歴史学
や歴史教育に関する研究や実践，教材」（「あと
がき」）を再構成した論文集である。
本書の特徴として，次の三つが挙げられる。
一つは，本書に収められた各論文の形態の多様
さである。本書には，各地で行われた講演記録
（第 I部），人物研究・伝記研究の論考（第1I部），
大学の出前講義における講義記録（第皿部），社
会科教育に関する論文（第w部）が収められて
いる。「語り」の文体から本格的な論考，また比
較的短い論文といった形態の多様さは，読み応
えがある。各論文の位置づけを理解するために
も，各論文の末に付された【付記】を踏まえて
読まれることをお勧めしたい。
二つ目は，本書に収録されている論文の初出
年代の幅広さである。著者は，筑波大学に赴任
する以前に，著渓学園中学校高等学校にて社会
科教育を実践された経験を持つ。本書の第w部
には，著者が落渓学園中学校高等学校在職時代
の実践や論文が収められており，それが最近年
の論文と違和感なく「社会科教育あら・カルト」
を構成していることに驚かされる。
三つ目は，本書を通じて，著者が郷土・地域
や場・モノといった具体的な実態から，いわば
「足元」から全体を問い直す視点を提示している
ことであり，これが多様な構成を持つ本書の
要諦となっている。以下，各部の内容について，
上述した本書の特徴を踏まえながら整理したい。
＊東京都立小山台高等学校
-75 -
武藤正人＊
第I部は，歴史学や歴史教育をテーマにした講
演記録である。周知のように，著者は，昭和初
期 (1930年代）における郷土教育運動研究の第
一人者であり，学位取得論文である『郷土教育
運動の研究』（思文閣出版， 1998年）のほか，郷
土教育運動に関する多くの論考を著しているが，
「郷土教育運動と地域」は，郷土教育運動の意義
について，信州という場に即して語ると同時に，
教員にとって郷土とは何か，郷土に根ざすとは
どういうことか， といった現代的な課題にも示
唆を与えるものとなっている。このほか計5本
の語りが収録されているがそれぞれの講演は，
教育史，考古学と学校教育，郷土誌，戦争遺跡
に関する内容となっており，歴史教育に携わる
者にとって， 自らの立ち位置を振り返る視座が
示されている。
第1I部は，著者にとって身近な地域の人物で
ある根本正と， 日本民俗学の創始者柳田国男を
対象とした人物研究の歴史論文であり， 3本い
ずれの論文も，従来の研究を具体的な実態解明
を通して問い直したものとなっている。これら
は，「人物学習を実践するにあたっては，既存の
研究成果をそのまま援用するのではなく，自ら
人物研究を試み，新たな人物像を探究し，それ
を教材として人物学習を実践することが重要で
あることを私は常々述べてきた。」 (262頁）とす
る著者の主張が具体的な事例として示されたも
のである。
第I部は，著者が高等学校において行った大
学の出前講義の記録である。本講義録で評者が
着目するのは，教科書や日記など，「実物」の史
料を具体的に読み解く学習を通して，従来の歴
史学習の中で生徒が学ぶナショナルスタンダー
ドな歴史，いわば「大きな物語」を問い直す構
成になっていることである。生徒にとっての史
料とは，「大きな物語」を理解するためだけの教
材ではなく，いわゆる教科書的な歴史観，「大き
な物語」を揺さぶる魅力をも持つものなのであ
る。
第w部は，著者が筑波大学に赴任する前に在
職した著渓学園中学校高等学校から現在に至る
までに執筆された社会科教育に関する論文集で
ある。先述したように，ここには，著者が著渓
学園中学校高等学校在職中に書かれた論文が4
本収められており，それが研究者に転身された
後の論文 5本と違和感なく「社会科教育あら・
カルト」を構成している。その要因の一つとし
て，論文配列の工夫が挙げられよう。「孝行猿」
の説話から「心中」が導き出され，それが「投
げ込み寺」実践へとつながり，新聞と戦争との
関わりが地域（信朴I) における戦争報道へと続
き，信州の小学校での石造物へのまなざしにつ
ながる。また，中学校における調査分析から中
学生の憲法学習へ，そして人物学習から柳田国
男と無着成恭との関わりへ続く， というように，
内容のつながりが初出年代の多様さに調和を与
えている。
本書中に誤記と思われる個所がいくつか散
見されることが気になるが(「-八八九年」は
「一八九九年」か (110頁），「第一二回」は「第
一三回」か (117頁）など），勿論，これをもっ
て本書の価値が減ずるわけではない。一方で，教
育現場に身を置く評者にとっては，本書のタイ
トルである「歴史学から歴史教育へ」をどのよ
うに解釈するかが気になった。本書を，歴史教
育を論じた書として読めば，著者の「生徒の日
常感覚から考え (252頁）」，「借りモノではなく，
偽モノではなくて，自分自身の目で，自分自身
の手で，取ってきた，本物の教材 (64頁）」を求
めることで，「授業を聞いた生徒の中から一人で
も二人でも，」「歴史っておもしろいなあと感じ
る生徒が出てく (60頁）」るような授業を探究
する歴史教育論を学ぶことが出来るが，例えば，
本書に収められた歴史学の論考が「活きた教材
(236頁）」として歴史教育に架橋されるとすれ
ば，それはいかなる回路によって導かれるのか，
教材化の視点やプロセス等が示されると，本書
の意図がより明確となったのではないだろうか。
いずれにしても，「学校の本務を，つまり学校
の仕事を人一倍やっていた人ほど，人づくりで
あり，村づくりである郷土研究や郷土教育に熱
心であったという柳田の話の意味を，今一度問
い直していただきたいと思います。 (23頁）」と
いう著者の言葉を肝に銘じて実践に臨みながら，
著者による今後の歴史教育論，社会科教育論に
注目したい。
(NSK出版 2011年7月刊， 263頁， 3,400円）
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